
Chance 地銀共同化行について 

三菱東京 UFJ 銀行の勘定系・情報系などの基幹システムを基に構築した「Chance 地銀共同化システム」を共同利用する

地銀の広域連携。現在、常陽銀行、百十四銀行、十六銀行、南都銀行、山口フィナンシャルグループが参加しています。 

平成 28 年 11 月 22 日 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 
 

Chance 地銀共同化行、株式会社三菱東京 UFJ 銀行、日本アイ・ビー・エム株式会社 

によるフィンテック共同研究会の立ち上げについて 
 

株式会社山口フィナンシャルグループ（社長 吉村 猛）、株式会社常陽銀行（頭取 寺門 一義）、

株式会社百十四銀行（頭取 渡邊 智樹）、株式会社十六銀行（頭取 村瀬 幸雄）、株式会社南都銀

行（頭取 橋本 隆史）の Chance 地銀共同化行は、このたび、フィンテック技術・サービスを活用

した金融サービスの早期実現のため、株式会社三菱東京 UFJ 銀行（頭取 小山田 隆）および日本ア

イ・ビー・エム株式会社（社長 ポール与那嶺）とフィンテック共同研究会（以下「Chance FinTech 

Lab」）を立ち上げましたので、お知らせいたします。 

記 

１．概要 

Chance 地銀共同化行は、これまでも共同でフィンテックを活用したお客様の利便性向上への取組

みを進めてまいりましたが、今般、株式会社三菱東京 UFJ 銀行（アドバイザー）、日本アイ・ビー・

エム株式会社と連携することといたしました。Chance FinTech Lab では、Chance 地銀共同化行のネ

ットワーク、株式会社三菱東京 UFJ 銀行の先進的取組みによる知見、日本アイ・ビー・エム株式会

社の有する最新技術・リソースを相互に提供し合い、実証中心の取組みによる新たな金融サービス

への対応力を一層強化して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Chance 地銀共同化行 

日本 IBM 三菱東京UFJ
銀行 

コグニティブ

(注 1)/ＡＩ 

ロボアド

バイザー 

ブロック

チェーン 

ＡＰＩ 
(注 2) 

セキュリティ 

Chance FinTech Lab

アドバイザー 

【共同研究会のスキーム】 

地銀ネットワーク 

先進的 
取 組 み に
よる知見 

最新技術 

・リソース 

フィンテック技術・サービスを活用した 

共同化効果の実現 

 (注 1) 

コンピューターが自ら考え、学習し、

答えを導き出す人工知能技術 

(注 2) 

フィンテック企業等が提供するサービ

スを銀行システムと連携する接続部分

＜主な研究領域＞ 



２．主な活動内容 

・ Chance 地銀共同化行が抱える課題の解決と新たな金融サービスへのフィンテック活用 

・ フィンテック関連サービスの共同実証実験と共同導入検討 

・ 外部専門家を活用したフィンテック最新動向と関連サービスの共同研究 

・ 地域活性化の観点による各行地元 IT 企業との連携、活用検討 

 【実現イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究・実証テーマ 

・ お客様へのサービス向上、営業力向上に資する AI 活用の実証 

IBM のコグニティブ・コンピューティング技術を活用し、営業活動における助言や問題解決を

支援します。 

・ ブロックチェーン、API 連携、生体認証を活用した関連サービスの研究、実証 

フィンテック技術の活用により、お客様への新たな金融サービス提供を目指します。 

 

以 上 

 

 

 

 

業務 BPR 実現・課題解決  新たな金融サービスの実現  

＜Chance FinTech Lab の実証実験・IT 施策適用分野＞  ＜Chance FinTech Lab の取組み＞ 

 既存事業・
サービス  

新規事業・
サービス  

  業務ＢＰＲ 新たな 
金融サービス

  

フィンテック 
技術  

従来の 
IT 技術  

 ・ 外部専門家の知識・スキ
ル IT リソース 

・ 最新動向と関連サービス
の共同研究 

・ 地元 IT 企業（ﾌｨﾝﾃｯｸﾍﾞﾝﾁ
ｬｰ、ﾍﾞﾝﾀﾞｰ等） との連携・
活用  

【本件に関するお問い合わせ先】 

山口フィナンシャルグループ 総合企画部 関岡 

TEL 083-223-4971 
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